
り
、
光
次

の
従
者

二
人
を
城
中
に
送
り

こ
み

「
後
詰
も
な
い
城
を
守

っ
て
お
互
に
■
卒
を
損
ず
る
よ
り
　
城
を
開
け
渡

し
東
三
河
を
家
康

に
与
え
る
な
ら
　
家
康
は
信
義

の
厚

い
武
将
だ
か
ら
　
今
川
と
の
友
好
を
深
め

て
行
く

で
あ
ろ
う
」

と
説

い
た
。

小
原
肥
前
守
も
同
意
し
　
和
睦

の
印
に
と
人
質
を
交
換
し
、
城
を
開
け
渡
し
て
駿
河
に
帰

っ
た
．
徳
川
方
か
ら
出
し

た
人
質
は
　
松
平
源
三
郎
康
俊

（久
松
佐
渡
守
定
俊
一
男
）
と
酒
井
左
衛
門
尉
忠
次

の
娘
お
風
と
で
あ

っ
た
。

●

家
康
に
　
本
多
豊
後
守
広
高

に
田
原
城
攻
略
を
命
じ
た
。
城
主
朝
比
奈
肥
後
守
元
智
は
、
広
高

の
猛
攻

に
堪
え
兼
ね

て
和
略
を
乞
い
　
城
を
開
け
渡
し
て
駿
河

に
逃
げ
帰

っ
た
。

か
く

て
東
三
河
も
家
康

の
支
配
下

に
入
り
　
酒
井
左
衛
門
尉
忠
次
か
吉
口
城
主
　
本
多
豊
後
守
広
高
か
田
原
城
主
に

な

っ
た
。
家
康

の
東
三
河
平
定
は
永
祉
七
年
六
月
二
十

二
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。

注
　
０
　
一
［
田
　
　
現
　
豊
橋
市

②
　
人
幡
　
　

，
　
い
川
市
八
幡
町

Ｏ
　
ｔ
脇
　
　
現
　
愛
知
県
御
津
町

０
　
一
宮
　
　
現
　
愛
知
県

一
宮
町

Ｏ
　
引
問
　
　
現
　
浜
松
市

０
　

，
奈
　
　
■
　
愛
知
県
小
坂
井
町

０
　
口
原
　
　
現
　
愛
知
県
円
原
町

第
六
項
　
　
井
伊
谷
二
人
衆
概
説

今
川
義
元
の
戦
死
で
、
尾

・
三

・
連
の
勢
力
地
図
が
急
激
に
変
わ
り
は
じ
め
た
。
松
平
元
康
は
若
か

っ
た
か
　
既
に

頭
角
を
あ
ら
わ
し
　
今
川
氏
真
と
絶

っ
て
織
田
信
長
と
結
び
　
水
禄
六
年
に
は
家
康
と
名
乗
り
　

一
向

一
揆
を
平
定
し

水
禄
七
年

（
一
五
六
四
）
、
早
く
も
三
河
を
手
中
に
収
め
、
鉾
先
を
遠
江
に
向
け
た
。

「
家
忠
日
記
増
捕
追
加
」
に
よ
る
と
　
永
禄
十

一
年
二
月
七
日
　
家
康
は
堀
川
城

（静
岡
県
細
江
町
）
を
攻
め
て
こ

れ
を
落
と
し
た
。
こ
の
戦
い
で
、
榊
原
小
平
太
康
政

・
松
平
勘
四
郎
信

一
は
先
登
し
て
軍
功
を
立
て
、
大
久
保
甚
十
郎

・
平
丼
甚
五
郎

・
小
林
平
太
夫
等
は
戦
死
し
た
。

今
川
氏
の
衰
退
を
見
た
信
玄
は
　
駿
河
攻
略
を
日
ざ
し
て
兵
を
出
し
た
。
家
忠
日
記
増
補
追
加
の
原
文
を
左
に
．
　
　
　
１３

永
禄
■

一
年
十
二
月
六
日
、
今
川
氏
真
力
家
巨
等
　
志
ヲ
武
田
信
玄

二
通
ス
．
是

二
依
テ
信
玄
駿
州
ヲ
略
セ

ン
ト
欲
ン
テ
兵
フ
半
　
甲
州
フ
発
　
人
神
君
信
玄
卜
大
井
川
ヲ
堺
ト
ン
テ
違
州
ヲ
領
セ
ン
ト
約
フ
成
シ
三
フ
．

●

家
康
が
　
水
禄
十

一
年
十
二
月
六
日
酒
井
左
衛
円
尉
忠
次
に
遠
江
の
情
勢
を
さ
ぐ
ら
せ
る
と
　
本
坂
峠
の
麓
に
後
藤

●

覚
蔵
実
久

・
浜
名
の
日
比
沢
城
主
後
藤
佐
渡
守

・
都
築
の
佐
久
城
主
浜
名
肥
前
守
頼
広
　
気
賀
の
新
田
友
件
は
引
佐
峠

で
忠
次
の
侵
入
を
防
い
だ
。
（
徳
川
家
康
と
共
周
囲
）
　
　
　
　
　
　
　
―

そ
こ
で
家
康
は
　
卜
二
日
に
酒
井
忠
次
　
菅
沼
定
盈
を
道
案
内
と
し
て
　
井

，
谷
城

静^
岡
県
引
佐
郡
引
佐
町
）
に

向
か

っ
た
。
井
伊
谷
城
は
今
川
の
被
官
井
伊
信
濃
守
直
盛
の
居
城
で
あ

っ
た
が
、
直
盛
は
稲
狭
間
で
討
死
し
た
の
で
、

一
族
の
肥
後
守
直
親
が
城
主
に
な

っ
て
い
た
。
直
線
も
議
言
に
あ

っ
て
世
死
し
た
の
で
　
そ
の
子
、
万
千
代
は

二
河
に



菅
招
定
盈
の
進
言

近
藤
石
Ｌ
■
殴

鈴
木
　
郎
人
人
殴

ｒｉ
の
十
沼

。
近
藤
　
鈴
木
の
１
■
は
武
名
あ
′、

後
に
■
伊
氏
に
■
え
　
ル
”
谷
　
人
衆
と
称
せ
ら
れ
る
■
う
に
な

つ
た家

”
か
通

っ
た
世
筋
に
つ
い
て
　
■
詔
メ
辞
に
●
　
牛
久
保
か
ら
加
茂

・
中
■

，
を
経
て
小
輛

一小
畑
一
に
着
帥

拓
“
山
を
越
え
　
奥

―１１
を
通

「
て
丼

，
谷

へ
出
た
　
一
と
あ
る

陣
座
峠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拓
植

―――
と
は
　
現
在
の
ほ
来
町
貰
仰
野
に
あ
る
遺
州
■
の
山
　
●
オ
山

（五
六
●
メ
ー
ト
ル
）
■
一指
し

て
お
り
　
道
は
こ
の
山
の
北
束
の
核
部
を
通

っ
て
興
山
に
迪
じ
る
．
こ
の
樅
部
４
＝
“
峠
１

い
い
　

，
■

か
通

っ
た
と
い
う
伝
説
か
八

っ
て
い
る
　
″ス
賀
を
避
け
て
井

，
谷

へ
迪
じ
る
良
い
通
筋
て
　
Ｌ
は
　
河
と
　
　
う

■
州
の
＝
境
に
あ
り
　
山
■
の
１１１
々

，
ｍ
ド
に
望
な
こ
と
が
―――
来
る

■
”
谷
城

へ
ｒｔ
　
ル
ーーー
谷
”
　
卜
と

，１
沼
ｔ
盈
と
か
た
０
に
進
ん
だ
の
で
　
城
”
は
　
”
も
●
■
辿
け
よ

「
た

，―――
■
の
■
は
■
沼
ｔ
減
　
人
で
玖
“
取
り
　
■
薇
ｏ
収
ｋ
十
沼
て
′
‐‥
術
円
を
こ
め
て
お
い
た
　
（■
沼
す
■

・

―
　
月
―
八
日
　
ヽ
中
――
引
川
　
引

，―，
・
■

，
―
中
●
収
“
　
　
■
し
――
に
は
懸
川

一＝
川

・
城
攻
Ψ
を
“
”
た

逃
れ
て
い
た
．

■
沼
ｔ
“
■
　
■
に

「
丼
”
谷
城
は

，
■
の
地
に

，
か
れ
て
い
る
か
ら
　
力
”
め
に
す
る
と
日
数
も
か
か
ら
し
Ｌ
′，

の
ｌｉｔ
■
も
多
い
．
■

の
　
族
　
■
沼
次
郎
行
衛
円
！
久
と
　
近
張
‘
屯
■
康
―――

・
鈴
木
　
郎
人
人
■
時
の
　
人
を
味
方

に
す
れ
は
　
城
は
戦
わ
ｉ
ｔ
て

，
に
人
ら
で
お
ろ
う
　
，
■

し̈
た
　
ま
Щ
は
■
離
の
Ｉ
兄
４
川
い
　
■
”
●
Ｌ
く
て

人
に
起
や
文

（
起
計
文
）
を
与
え
　
領
地
を
え
か

っ
た
，
そ
の
起
静
文
は
　
近
帷
縦
殿
助
の
系
＝

（
Ｔ
性
Ｌ
市
川
■

――
野
　
収
部
衣
ｒ
人
載
）
に
■
れ
は
次
の
地
り
で
あ
る

敬
白
起
や
て
之
リ

今
度

‐，ｔｉ

■
人
以
馳
走
■
”
谷
筋
フ
通
州
江
可

打
―――
之
日
本
望
也
札
人
所
々
―――
工
短
行
分
〓

■
水
無
相
赴
ハ
不
人
扶
助
平
古
従
中
州

破
知
行
分
如
何
様
披
中
＝
候
共
進
退
引
掛

候

――ｌｉ
地
放
‐ｌｌｌ
吸
候
也
共
外
之
籠
不
及
中
●

石
之
旨
若
於
皓
者

梵
人
”
釈
四
人
天
ｔ
別

‐ｒｌｉ
ｒ
ｉ
■
向
山
惣
両

日
本
国
中
神
祇
之
可
家
御
罰
イ
也
“
如
件

水
様
十

一
年
卜
二
月
―
■
日
　
家
康竹

沼
次
郎
●
衛
円
最

,;

し
」ri

ヽ
“
――
　
懸
川
城
の
今
川
氏
と
――‐
■
成
■
の
こ
二
か
あ

¨
ｒ
、
　
　
―１１１
岡
崎

へ
■

「
た
　
・́
ヽ
い
Ｌ
　
気
賀
　
腋
の
成
ｉ

か
　
気
賀
の
南
に
川
を

，
■
と
し
て
成
を
実
き
　
堀
川
城
と
“
し
　
ま
は
の
帰
路
を
要
性
Ｌ
■
う
と
Ｌ
た
　
Ｌ
ｉ
ら

，

堀
川
城
の
戦
い

ll


